
IFA　2025年度リフレッシュ研修会　資料 セーフガーディング視点での振り返り用 2025．09.27（土）

〇△× 指導・運営の現場にある「課題」「曖昧さ」「改善できそうなこと」等

1 怪我や体調不良時にすぐに休める・相談できる環境がある

2 熱中症・感染症・安全管理の対策を日常的に行っている

3 運動量や活動量が子どもの年齢・発達に適切である

4 保護者への健康・安全面の情報共有が十分に行われている

5 子どもの年齢や個性に合わせた指導内容が行われている

6 勝利より成長を重視した評価・声かけが行われている

7 子どもが挑戦・失敗できる環境づくりが意識されている

8 長時間拘束や過度な練習など、学習や生活を妨げていない

9 体罰・暴言・威圧的指導は一切行われていない

10 子どもが不安や違和感を相談できる窓口や人がいる

11 チームとしての行動規範（指導者のふるまい）を明確にしている

12 性的・身体的な接触が適切であるよう配慮されている

13 子どもが意見や希望を自由に言える雰囲気がある

14 メニューや目標設定に子どもの声を反映させている

15 試合や活動に対する不参加の選択を尊重している

16 子ども主体の活動（ミーティングや自主練習）が推奨されている

チェックリスト；「これは子どもの権利を守ってる？」
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